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f平面浅水系における渦からの慣性重力波放射

Inertia-gravity wave radiation from the vortex in the f-plane shallow

water
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　慣性重力波は遠方に伝播し、中層大気の大循環を駆動する重要な働きを担う。近年、ジェットなどの強い流

れの非定常運動から、重力波が自発的に放射されることが明らかになってきた。本研究では、ｆ平面浅水系を

用いて、渦からの慣性重力波の放射を調べた。ｆ平面浅水系は渦と重力波の存在する最も簡単な系であり、自

転の効果を無視すると2次元の圧縮性流体と等価になる。このため、重力波は音波に対応し、渦からの音波放

射理論の援用が可能になる。同軸回転する渦対、渦の併合、楕円渦など、様々な渦の状態を設定し、遠方の重

力波振幅（遠方場）を解析的および数値実験により調べた結果を報告する。 
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